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TEL 0996-72-3800  
FAX 0996-72-3803 

MAIL fukushi@akuneshakyo.or.jp 
 

 

この広報誌は共同募金会からの配分金で作成しています。 

No.１８７ 

社協略図

市役所 消防署

３号線

風テラス

保健センター

社 協

刃物研ぎボランティア（ちょこっと世話やき隊） 
 一人暮らしの高齢女性の方から「普段使っている包丁の切れ味が悪くなった。包丁を研いで

もらいたい」との声から企画しました。隊員は、9～10 月に行われました「ボランティアグ

ループ養成講座」の受講者の方々や、地域の有志の方々で、「少しでも地域の方のお役に立て

れば」と、活動に賛同してくださいました。 

寺山区で行われた刃物研ぎボランティア活動 

高之口区で行われた刃物研ぎボランティア活動 
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社会福祉協議会は、社会福祉活動を推進することを目的とした、営利を目的とし
ない民間組織です。 
地域に暮らす皆さま、区長、民生委員・児童委員、社会福祉施設・社会福祉法人
等の社会福祉関係者ボランティア、保健・医療・教育関係機関などの参加・協力
のもと、「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」を目指して、
さまざまな地域福祉事業や介護事業などを行っています。 
また、新型コロナウイルス感染症に伴う地域交流の希薄化に対し、新生活様式を
取り入れた安心安全な地域福祉活動の再構築を進めます。 
 

【地域福祉事業】 

・総合相談事業 ・ボランティアセンター運営事業   
・地域における共助の基盤づくり事業 
・高齢者元気度アップ・ポイント事業 
・高齢者地域支え合いグループポイント事業 
・生活支援体制整備事業 ・「福祉のつどい」の開催   
・広報活動 ・子育て支援事業（児童クラブ等） 

 

【自立生活支援事業】 
 

・福祉サービス利用支援事業 （日常生活自立支援事業）  ・生活困窮者自立相談支援事業    
・高齢者世話付住宅(シルバーハウジング)生活援助員派遣事業  ・生活福祉資金貸付事業   
・法外援護資金貸付事業  ・罹災世帯（火災・自然災害等）支援事業 ・行路人支援事業 

【日本赤十字社鹿児島県支部阿久根市地区】 
  
・災害時の救援物資の備蓄と支給 ・災害時救護活動  
・義援金・救援金の受付・会員募集活動 
 
【阿久根市共同募金委員会】 
   
・赤い羽根共同募金活動  ・歳末たすけ合い募金活動 
  
【北薩地区社会福祉協議会連絡協議会】 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 主 な 事 業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『ドライブサロン（買い物支援）活動』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護保険事業】 

・居宅介護支援事業 ・訪問介護事業 ・訪問入浴介護事業 
  

【関係機関・団体との連携強化】 

・阿久根護国神社奉賛会  ・阿久根市遺族会   

・阿久根市民生委員・児童委員協議会 
・阿久根市身体障害者福祉協議会 

 

 

 

 

令和３年度 事業計画 

『ボランティアグループ養成講座』 

 

『小学生の福祉体験学習』（脇本小学校） 
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５月は日本赤十字の強化月間です！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日本赤十字社って？ 
赤十字社は「いのちを救う」「せいかつを支える」「ひとを育てる」ため、幅広い 

支援を行っている世界的組織で、日本赤十字社はその日本支部です。 

 

・日本赤十字社の「会員」って？ 

皆様から頂く会費や寄付によって日本赤十字社の活動は支えられています。 

５００円以上の会費を納めてくださった方を「一般会員」、２，０００円以上の 

社費を納めてくださった方を「応能（おうのう）会員」と呼びます。 

  

・「会費」はどう納めるの？ 

毎年５月に各区の区長さんなどが阿久根市内の各家庭を訪問して会費を取りまとめて 

くださり、会費をくださった方へ領収証と会員之証のシールを渡してくださってい 

ます。阿久根市社会福祉協議会の事務所でも受け付けています。 

 
・「会費」はどう役立つの？ 

日本赤十字社は、 

・国内で災害が発生した際の救護 ・救急法の講習 ・献血事業 ・看護師等の教育 

など、様々な活動を行っています。 
  
九州においては、毎年自然災害で甚大な被害を受けており、災害発 

生直後から日本赤十字社本部や支部から赤十字救護班を被災地へ 

派遣し皆さまからの日赤へのご寄付や、救援物資（毛布やタオル 

ケット等）を被災地へお届けするなどの活動を行いました。 
  
今後もこのような事態に迅速に対応出来るよう、平時から災害を 

想定した各種救護訓練の実施や、災害救護設備の整備、被災された 

方々への災害救援物資の配分などを行っていきます。 
  
阿久根市内においては、令和２年度に全焼が発生した世帯に対して、災害救援物資として、日本 

赤十字社から毛布、緊急セット、見舞品セット、タオルケット、ブルーシートを支給しました。 

 

シール 

会員 

毛布 タオルケット 

１月２２日(金)に日本赤十字社鹿児島県支部より、永年にわ

たる多額の社資協力に対し、銀色有功章が脇本病院に贈ら

れ、阿久根市地区長の西平良将市長より手渡されました。 

 

（有功章を手にする脇本病院の松元寛仁院長と西平市長） 

赤十字だより 
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世
話
や
き
隊
通
信 

第
一
号 

 

「
ち
ょ
こ
っ
と
世
話
や
き
隊
」
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
を
、
地
域
で
見
守
り
、
支

え
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

共
助
の
「
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和

三
年
一
月
に
発
足
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
シ
ニ
ア
の
方
々
が
長
年
培
っ
た
知
識
や
経

験
を
活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
定
年
を
迎
え
た
後
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
、
社
会
参
加
へ
の
き
っ
か
け
に

も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

現
在
、
隊
員
は
二
十
五
名
で
す
。
最
高
齢
は
八
十

七
歳
の
方
で
す
が
、
大
工
仕
事
や
、
刃
物
研
ぎ
、
草

払
い
な
ど
で
大
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

初
の
任
務
は
、
二
月
二
十
四
日
の
刃
物
研
ぎ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。
（
表
紙
掲
載
）
寺
山
住
宅
の
中

央
付
近
の
広
場
に
テ
ン
ト
を
建
て
、
地
域
の
方
々
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

天
気
も
良
く
、
研
ぎ
終
わ
る
ま
で
会
話
を
楽
し 

刃物研ぎボランティアの様子 

み
な
が
ら
待
た
れ
て
い
る
利
用
者
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
主
人
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
、
研
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
交
通
手
段

も
な
い
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
」
「
切
れ

味
が
戻
っ
て
、
料
理
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
」

な
ど
の
利
用
者
か
ら
の
声
に
、
隊
員
の
方
々
も
、

「
初
め
て
の
取
り
組
み
で
少
し
緊
張
し
ま
し
た

が
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
助
け
合

い
の
輪
が
広
が
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
日
常
生
活
の
中
で
、
人

が
集
ま
り
顔
を
会
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と
が
制

限
さ
れ
、
「
社
会
的
な
つ
な
が
り
」
も
希
薄
化

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
加

え
、
高
齢
者
の
巣
ご
も
り
な
ど
福
祉
ニ
ー
ズ
の

深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
厳
し
い

状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
困
っ
て
い
る
方
の
力

に
な
り
た
い
と
思
う
方
々
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
『
互
助
の
精
神
』

で
一
緒
に
苦
境
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！ 

お風呂の清掃を担う隊員さん 

Ｑ 住民による助け合いの活動なのに、なぜ有償？ 

A 無償のサービス提供では、利用者側も遠慮やそれ

以上の御礼をしようすることが多く、頼む人も頼まれ

る人も気兼ねなく、円滑に活動ができるようにするた

めです。 

皆さんのお知り合いで、助けあい活動、ボランティア

に興味のある方、これまでの知識や経験を地域で活

かしたいという方がいらっしゃいましたら、是非ご紹

介ください。特別な資格、経験は必要ありません。 

 西目児童クラブ  

市内にある児童クラブの子どもたちが、県社会

福祉協議会が主催する「児童・生徒のふれあい

ボランティア活動事業」に参加し、公園のゴミ

拾い等のボランティア活動を行い、ボランティ

ア認定証を受け取りました。参加した皆さんは

「また次も参加したい！」と笑顔で話してくれ

ました。 
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阿久根市内でボランティア活動を行っている団体やグループを対象に 
令和２年度赤い羽根共同募金による社協活動費から「ボランティア活動支援
助成金」を交付します。 

  
＜助成対象＞ 

・民間任意団体及びボランティア団体等 ・子育て支援の活動団体等  

・高齢者サロンの活動団体等        
  

申込期間…令和３年５月２４日（月）～６月４日（金）まで 
   

※申請書は阿久根市社会福祉協議会にご用意しています。 
 
 
 
詳しくは☎７２‐３８００までお問い合わせください。担当：地域福祉係  

 

 
 

 

新型コロナウイルス感染症の影響で 

収入が減少し、今もなお生活が困窮している皆さまへ 

令和３年度ボランティア活動支援助成金申請のお知らせ 

 

 

 当日は、鹿児島相互信用金庫阿久根支店の 
竹下正一郎支店長さまより、本会の西田会長
に「地域福祉事業に役立てて下さい」と目録
が渡されました。 
 頂いたご寄付を財源にして、本市の地域福
祉推進を進めてまいります。 
 誠にありがとうございました。 
  

 ２月１８日(木)に鹿児島相互信用
金庫阿久根支店より、寄付金の寄贈
を頂きました。 
 これは鹿児島相互信用金庫創立
９０周年にあたり、「地域の社会福
祉活動の推進に役立てて欲しい」と
のご意向で、社会福祉協議会にご寄
付頂いたものです。 
  

緊急小口資金 
貸付上限額 

２０万円以内 総合支援資金 
貸付上限額 

最大６０万円以内 

貸付期間が更に延長（令和３年６月末）になりました。 

詳しくは阿久根市社会福祉協議会まで お気軽にお問い合わせください。 
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題
「
香
・
か
ざ
」 

 

木
原
音
舞 

無
観
客
き 

桜
ん
香
も 

泣
っ
か
ぶ
っ 

【
唱
】
声
は
出
さ
じ
ん 

手
を
た
た
け
じ
ゃ
て 

 

林
田
夜
酔 

味
噌
汁
ん 

ア
オ
サ
ん
香
い 

春
ば
来
っ 

【
唱
】
筍
ど
ん
き
ざ
め
ば 

な
お
美
味
じ
ゃ
ん
が 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
土
管 

春
の
風 

櫻
花
ん
香
を
ば 

運
こ
で
来
っ 

【
唱
】
桜
ん
下
で 

花
見
も
さ
せ
ん
コ
ロ
ナ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
原
若
女 

阿
久
根
郷 

文
旦
の
香 

廻
ぐ
ら
せ
っ 

【
唱
】
地
元
特
産 

大
切
し
も
ん
そ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
田
盛
そ
ば 

干
大
根 

萎
び
っ
て
尚 

香
を
撒
っ 

【
唱
】
大
根
櫓
が 

見
事
ご
ざ
ん
が 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尻
無
八
夜 

コ
ー
ヒ
ー
の 

香
ば
楽
し
ん 

仲
良
夫
婦 

【
唱
】
巣
ご
も
い
で 

テ
レ
ビ
見
方
で
美
味
こ
っ 

阿 あ

ん
文 ぽ

ん

旦
会

た

ん

か

い 

＜よくある質問＞ 
Ｑ．い つ 行 わ れ る の ？…毎月第３水曜日の１３時半から１６時半まで開催しています。 
                ※ただし、祝日と重なる場合は別の日に実施いたします。 
Ｑ．どんな人が対象なの？…阿久根市内にお住まいの方ならどなたでも相談が受けられます。 
Ｑ．相 談 料 は か か る の ？…無料で、お１人あたり３０分、弁護士または司法書士に相談出来ます。 
Ｑ．ど こ で 行 わ れ る の ？…阿久根市社会福祉協議会（鶴見分館の隣）の２階です。 
Ｑ．どんな相談を受けてくれるの？…土地登記、ゴミ屋敷、財産相続、家庭内暴力、借金、失業、離婚、子育て、 

介護、引きこもりなど様々な相談をお受けしています。 
プライバシー厳守ですのでお気軽にご相談ください。      

Ｑ．予 約 が 必 要 な の ？…毎回すぐ予約が入りますので、出来る限り早めに、専門相談電話まで 
予約をお願いします。  

    
ご予約・お問い合わせは阿久根市社会福祉協議会まで。☎７２－３７７８（専門相談電話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  月  日 曜日 時  間 担当弁護士 担当司法書士 

令和 3 年 4 月 21 日 水 13:30～16:30 細谷 文規 大川内 琢爾 

令和 3 年 5 月 19 日 水 13:30～16:30 牛ノ濵 健作 児島 亮介 

令和 3 年 6 月 16 日 水 13:30～16:30 細谷 文規 浦崎 優菜 

【
敬
称
略
・
順
不
同
】 
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寄
付
者
〕 

 

〔
故
人
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一
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五
日
～
令
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四
月
一
日
寄
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受
付
分
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
阿
久
根

市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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注：印影が不明瞭な場合は再度押印をお願いする場合がありますのでしっかり押印してください。（スタンプ式不可） 

注：申請書の記入に修正液や修正テープの使用はお控え下さい。（   は特にご注意下さい！） 

注：ポイント手帳やポイントシールへの活動・日付等の個人記入はお控え下さい。 

 

★阿久根市が指定した以下の活動がポイントの対象となります  

   
〇健康診査や健康講座    〇地域貢献活動（団体活動）     〇各介護保険施設等ボランティア 

特定健診（団体健診）   花壇、道路などの美化清掃     施設への慰問活動 
生涯学習講座        ※個人や区の清掃は該当しません。 施設内の清掃 
認知症予防や介護予防教室   （要団体登録）         施設行事などの参加支援 
いきいきサロン（要登録）  ※鬼火焚きといった区の行事や、    
グラウンド・ゴルフ（要登録） 区の会合、宗教行事への参加は   ※各施設にてスタンプを 

※月に２ポイントが上限    該当しません。           押してもらえますので 
ころばん体操（要登録）   さわやかクラブの活動        活動時はポイント手帳 

・ひまわり教室         ・高齢者学級の活動           を持参してください。 
                ※月謝が発生している 

                 自主講座は該当しません。 

 

★令和２年度のポイント手帳とポイント交換申出書を 
 

令和３年２月中に提出した方を対象に、たまったポ 
イント数に応じた金額の商品券を、令和３年４月以 
降に配布いたします。 
 
商品券の受け取りには印鑑が必要ですので、 
必ずハンコ（スタンプ式不可）をご持参の上、 
阿久根市社会福祉協議会へお越しください。 
 
商品券を受け取りにお越しの際、令和３年度の 
ポイント手帳の申請も一緒に行えます。 

★介護保険被保険者証とハンコが必要です。 
 

商品券交換 必要ポイント数 

2,000 円分 20 ポイント 

3,000 円分 30 ポイント 

4,000 円分 40 ポイント 

5,000 円分 50 ポイント 

★65 歳以上の方の健康づくりや社会参加活動に対して、商品券に交換できるポイントを差し
上げることで、65 歳以上の方々の健康維持や介護予防、社会参加の促進を図る事業です。 
 

社会福祉協議会
に申請し手帳を
作成 

対象活動に参加
しポイントをた
める 

10月又は2月に手帳

を提出し商品券への

交換申請をする 

商品券を受け取
り期限内に使用
する 

※登録には介護保険被保険者証の 

番号 10 ケタと印鑑が必要になります。 

TEL（0996）72-380０   担当 地域福祉係 川原・髙野 

 

※ポイント手帳とポイント交換申出書を提出されなかった方の商品券の配布は出来ませんが、 
１０ポイントを上限として令和３年度にポイントを繰り越せる場合があります。 
令和２年度の手帳の返却はありません。 

 その他、グループ活動での申し込みのことなど、詳しくは阿久根市社会福祉協議会までお気軽にお

問い合わせください。 
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